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次
の
ペ
ー
ジ

一
般
質
問
と
答
弁
・
臨
時
会
の
概
要

　

国
の
生
活
保
護
実
施
要
領

に
は
臨
時
一
般
生
活
費
に
除

雪
費
が
含
ま
れ
て
い
る
。
市

が
除
雪
費
を
対
象
と
し
て
い

な
い
理
由
を
伺
う
。

Ａ
市　

長　

　

平
成
27
年
10
月
か
ら
生
活

保
護
の
生
活
一
時
扶
助
と
し

て
除
雪
費
の
支
給
が
可
能
と

な
り
、
本
県
の
全
域
が
対
象

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
住
宅

一
時
扶
助
と
し
て
雪
囲
い
、

雪
下
ろ
し
等
の
経
費
も
支
給

対
象
と
な
る
が
、
市
で
の
支

給
事
例
は
な
い
。
今
後
は
除

雪
費
も
対
象
と
な
る
こ
と
の

周
知
に
努
め
て
い
く
。

Ｑ
照
井
明
子　

議
員

生
活
保
護

　

合
併
後
の
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
へ
の
市
民
意
識
を
高
め

る
た
め
、
老
朽
化
す
る
庁
舎

の
新
築
整
備
を
望
む
市
民
の

声
が
あ
る
。
整
備
へ
の
所
見

を
伺
う
。

Ａ
市　

長　

　

専
門
家
に
よ
る
と
10
年
以

上
は
問
題
な
い
と
聞
い
て
い

る
。
今
後
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
補

強
工
事
等
を
行
い
、
30
年
程

度
使
用
す
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
る
。
庁
舎
整
備
は
今
か

ら
で
は
な
く
、
実
際
に
改
築

す
る
と
き
に
在
り
方
を
考
え

る
べ
き
で
あ
る
。

Ｑ
内
舘　

桂　

議
員

庁
舎
新
築
整
備

　

Ｊ
Ｒ
花
巻
駅
東
西
自
由
通

路
（
駅
橋
上
化
）
整
備
に
係
る

Ｊ
Ｒ
東
日
本
や
民
間
コ
ン
サ

ル
の
検
討
の
進
捗
状
況
お
よ

び
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
市　

長　

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
整
備

に
必
要
な
土
木
関
係
、
建
築

Ｑ
照
井
省
三　

議
員

Ｊ
Ｒ
花
巻
駅
東
西
自
由

通
路
（
駅
橋
上
化
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

　

小
中
学
校
や
保
育
園
等
が

ク
ラ
ス
タ
ー
で
臨
時
休
業
し

た
際
、
保
護
者
が
仕
事
を
休

ん
だ
場
合
の
支
援
に
つ
い
て

伺
う
。

Ａ
市　

長　

　

国
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
で
小
中
学
校
等
が
臨
時

休
業
し
、
仕
事
を
休
ん
だ
保

護
者
の
支
援
策
と
し
て
、
有

給
休
暇
を
取
得
さ
せ
た
事
業

Ｑ
照
井
省
三　

議
員

　

過
去
２
年
の
出
生
数
お
よ

び
今
後
の
周
産
期
医
療
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
市　

長　

　

市
内
の
出
生
数
は
、
令
和

元
年
度
は
市
内
医
療
機
関
が

２
６
１
人
で
52
・
４
％
、
岩
手

Ｑ
大
原　

健　

議
員

周
産
期
医
療

　

建
設
場
所
に
つ
い
て
「
市

民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得

て
」
と
し
て
い
る
が
、
具
体

Ａ
市　

長　

　

新
花
巻
図
書
館
整
備
基
本

計
画
試
案
検
討
会
議
で
検
討

し
、
一
定
の
方
向
性
が
示
さ

れ
た
場
合
、
そ
れ
に
つ
い
て

市
民
の
意
見
を
伺
い
た
い
。

示
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、

新
た
に
市
民
の
意
見
を
伺
う

仕
組
み
も
検
討
し
、
皆
様
の

意
見
を
聴
き
な
が
ら
建
設
場

所
の
選
定
を
進
め
、
新
し
い

図
書
館
の
整
備
を
早
期
に
実

現
し
た
い
。

Ｑ
伊
藤
盛
幸　

議
員

新
花
巻
図
書
館

　

核
家
族
化
が
進
み
、
産
後

の
ス
ト
レ
ス
と
不
安
が
増
加

し
て
い
る
。
日
中
の
ケ
ア
を

受
け
ら
れ
な
い
利
用
者
が
い

る
こ
と
か
ら
、
宿
泊
型
産
後

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
が
必
要
と
思

わ
れ
る
が
新
設
す
る
考
え
は

な
い
か
伺
う
。

Ａ
市　

長　

　

夜
間
に
お
け
る
育
児
不
安

の
声
も
あ
る
。
産
後
ケ
ア
事

業
と
産
前
産
後
サ
ポ
ー
ト
事

業
を
委
託
し
て
い
る
市
内
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ん
ま
る
マ
マ
い

Ｑ
高
橋　

修　

議
員

産
後
ケ
ア
事
業

　

網
膜
色
素
変
性
症
の
患
者

へ
、
障
が
い
者
等
日
常
生
活

用
具
の
補
助
対
象
に
暗
所
視

支
援
眼
鏡
を
追
加
す
る
考
え

は
な
い
か
伺
う
。

Ａ
市　

長　

　

当
該
用
具
の
使
用
に
よ
る

利
用
者
の
利
便
性
や
給
付
実

績
の
状
況
等
、
す
で
に
給
付

対
象
と
し
て
い
る
市
町
村
や

当
該
メ
ー
カ
ー
か
ら
さ
ら
に

情
報
を
集
め
る
と
と
も
に
、

市
内
の
視
覚
障
が
い
者
団
体

の
方
か
ら
ご
意
見
を
伺
い
な

が
ら
、
給
付
品
目
に
追
加
す

る
こ
と
に
つ
い
て
前
向
き
に

検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
菅
原
ゆ
か
り　

議
員

網
膜
色
素
変
性
症

　

公
共
ト
イ
レ
協
力
店
を
民

間
企
業
に
募
集
す
る
考
え
は

な
い
か
伺
う
。

Ａ
市　

長　

　

公
共
ト
イ
レ
協
力
店
の
必

要
性
に
つ
い
て
は
、
各
自
治

体
に
お
け
る
交
通
手
段
の
環

境
や
施
設
整
備
環
境
等
に
よ

り
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
捉

え
て
い
る
。
現
在
、
当
市
で
は

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等

の
ト
イ
レ
が
開
放
さ
れ
て
い

る
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

現
時
点
で
は
市
か
ら
新
た
に

事
業
者
に
負
担
が
生
じ
る
よ

う
な
協
力
を
求
め
る
状
況
で

は
な
い
。

Ｑ
菅
原
ゆ
か
り　

議
員

公
共
ト
イ
レ
協
力
店

　

婚
活
支
援
は
人
口
減
少
対

策
へ
の
重
要
な
テ
ー
マ
と
な

Ａ
市　

長　

　

市
内
の
婚
活
支
援
団
体
等

が
行
う
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
で

婚
姻
が
成
立
し
た
場
合
、
１

件
に
つ
き
３
万
円
を
交
付

し
、
こ
れ
ま
で
15
件
交
付
し

た
。
ま
た
、
国
の
結
婚
新
生
活

支
援
と
し
て
30
万
円
か
ら
60

万
円
を
対
象
と
な
る
方
に
補

助
し
た
。
今
後
は
、
ｉ
サ
ポ
岩

手
が
導
入
し
た
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
た
婚
活
支
援
を
広
報
等
で

周
知
す
る
ほ
か
、
市
内
の
結

婚
支
援
活
動
団
体
等
と
連
携

し
て
支
援
に
努
め
て
い
く
。

Ｑ
藤
井
幸
介　

議
員

婚
活
支
援

　

国
は
脱
炭
素
社
会
に
向
け

て
住
宅
お
よ
び
建
築
物
の
対

策
を
ま
と
め
た
。
市
は
省
エ

ネ
住
宅
の
普
及
促
進
事
業
を

行
う
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

Ａ
市　

長　

　

県
の
、
い
わ
て
木
づ
か
い

住
宅
普
及
促
進
事
業
お
よ
び

住
み
た
い
岩
手
の
家
づ
く
り

Ｑ
久
保
田
彰
孝　

議
員

省
エ
ネ
住
宅

　

市
で
現
在
実
施
し
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
等
に
つ
い
て
、
民

間
の
企
画
力
や
ア
イ
デ
ア
を

生
か
す
市
民
サ
ー
ビ
ス
協
働

化
提
案
制
度
や
民
間
に
委
託

す
る
よ
う
な
制
度
の
導
入
に

つ
い
て
伺
う
。

Ａ
市　

長　

　

現
時
点
に
お
い
て
、
各
種

団
体
等
か
ら
提
案
を
受
け
そ

れ
を
審
査
し
た
上
で
事
業
を

委
託
す
る
協
働
の
取
り
組
み

は
行
っ
て
い
な
い
が
、
市
民

と
市
と
の
協
働
指
針
に
基
づ

い
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な

制
度
が
市
民
団
体
等
の
活
動

の
活
性
化
な
ど
期
待
で
き
る

か
、
そ
の
効
果
を
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

Ｑ
羽
山
る
み
子　

議
員

市
民
参
画

る
が
、
市
の
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
と
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

県
立
中
部
病
院
が
85
人
で

17
・
１
％
、
令
和
２
年
度
は
市

内
医
療
機
関
が
２
１
８
人
で

44
・
２
％
、
岩
手
県
立
中
部

病
院
が
71
人
で
14
・
４
％
で

あ
っ
た
。こ
の
よ
う
に
、
市
内

医
療
機
関
で
出
産
さ
れ
た
方

が
一
番
多
い
状
況
で
あ
り
、

産
科
医
師
確
保
支
援
事
業
を

通
じ
て
、
出
産
を
取
り
扱
う

機
能
の
維
持
拡
充
に
努
め
た

い
。

わ
て
と
と
も
に
、
将
来
的
な

宿
泊
を
伴
う
サ
ー
ビ
ス
の
実

現
に
向
け
検
討
を
進
め
て
い

く
。

主
に
対
し
助
成
金
を
支
給
し

て
い
る
。
事
業
主
が
有
給
休

暇
を
認
め
な
い
場
合
は
、
岩

手
労
働
局
の
指
導
が
あ
る
。

市
で
も
事
業
主
に
対
し
働
き

か
け
て
い
く
。
ま
た
、
個
人
で

仕
事
を
し
て
い
る
保
護
者
に

も
小
学
校
休
業
等
対
応
支
援

金
を
支
給
し
て
い
る
。

促
進
事
業
を
合
わ
せ
る
と
新

築
住
宅
で
は
最
大
１
０
０
万

円
の
補
助
が
受
け
ら
れ
る
制

度
が
あ
る
。
国
や
県
の
補
助

事
業
が
有
効
に
活
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で

市
の
補
助
事
業
を
実
施
す
る

考
え
は
な
い
が
、
地
球
温
暖

化
防
止
に
向
け
た
市
民
の
意

識
啓
発
を
引
き
続
き
進
め
る

と
と
も
に
、
国
や
県
の
動
向

を
注
視
し
、
必
要
に
応
じ
て

新
た
な
補
助
制
度
の
構
築
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

県のいわて木づかい住宅普及促進事業
のパンフレット（令和３年度版）

的
な
動
き
が
見
え
な
い
。
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
伺

う
。

施
設
、
電
気
設
備
の
各
調
査

を
発
注
し
、
順
調
に
作
業
を

進
め
て
い
る
。
市
は
Ｊ
Ｒ
東

日
本
と
駅
舎
や
自
由
通
路
の

レ
イ
ア
ウ
ト
の
協
議
を
進

め
、
駅
西
口
広
場
の
駐
車
場

設
置
も
含
め
、
民
間
業
者
に

検
討
を
委
託
し
、
図
面
が
で

き
つ
つ
あ
る
状
況
で
あ
る
。

NPO 法人「まんまるママいわて」が運営
する産前産後ケアハウス


